
資料２－１の一部改訂について（当該部抜粋） 

5 月 27 日付で事前提出した資料２－１「「プラント長期停止期間中における保全ガイ

ドライン」の作成にあたり参考とした現場経験及び知見とその反映について」のう

ち、下表の資料の改訂版を提出します。 

該当資料 

（括弧内は資料２－１のページ番号） 

改訂内容 頁 

別紙４（P37-38） 腐食（基礎ボルト）の補足説明事項

に、新たに追加する文献：腐食８を紐

づける記載を追加。 

P2-3 

別紙４（文献）（P58,70） 文献：SCC2 の記載の充実化。 

文献：腐食８を新たに追加。 

上記に伴い、文献リストを更新。 

P4-6 

表９ 別添 A において整理し

た分類の凡例と考え方（①：

資料 2-1 表９変更案）（P105） 

記載の充実化 P7-8 

資料２－５ 
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

（
別

添
A
）

＊
1  

根
拠
と

す
る

技
術

ベ
ー

ス
 

補
足

説
明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

 

長
期

停
止

期
間
中

の
経

年
劣

化
影

響
 

長
期

停
止

期
間

中
の
 

保
全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
技

術
ベ

ー
ス

１
 

技
術

ベ
ー

ス
２

＊
2
 

影
響
有

無
 

説
明

 

さ
い
が

，
水

質
管
理

を

適
切
に

行
う

こ
と
は

必

要
。
 

の
腐

食
量
は

プ
ラ

ン
ト
運

転
状

態
の
温

度
の

腐
食

量
と

概
ね

同
程
度

の
傾

向
と
な

る
。（

文
献

腐
食

1
）
 

プ
ラ

ン
ト

の
高

経
年
化

技
術

評
価
で

は
、
文

献
腐
食

１
に

示
す

よ
う

な
腐

食
デ
ー

タ
か

ら
、

1
年

あ
た
り

の
腐

食
の
進

展
率

（
m
m
/
年
）

を
換
算

し
、

腐
食
の

評
価

式
を

用
い

て
想

定
す
る

運
転

期
間
に

対
す

る
腐
食

量
を

評
価
し

て
い

る
。
こ

の
考

え
方

と
同

様
に

、
長

期
停

止
期

間
中

の
腐

食
量
を

評
価

し
た
場

合
、
例

え
ば
プ

ラ
ン

ト
が

20
年

程
度

停
止
し

た
場

合
で

も
、
そ
の

腐
食

量
は
、
概
ね

0
.2
m
m
程

度
で

あ
り

，
B
W
R
 R
P
V
内
面

の
炉

水
と

接
液

す
る

炭
素
鋼

、
低
合

金
鋼

部
位
に

設
計

段
階
で

考
慮

し
て
い

る
腐

食
代

（
1
.
6
m
m
）

に
対
し

て
も
十

分
に

小
さ
く

、

長
期

停
止
期

間
中

の
腐
食

の
影

響
は
小

さ
い

。
 

ま
た

，
経

年
劣

化
影
響

技
術

レ
ポ
ー

ト
に

お
い
て

も
，
腐

食
は

通
常

の
保

全
活

動
に

よ
り
管

理
可

能
で

あ
る

と
さ

れ
て

お
り

，
管

理
方

法
の

一
つ

と
し

て
水

質
管

理
の

実
施

に
よ

る
腐

食

の
抑

制
が
挙

げ
ら

れ
て
い

る
。
更

に
，
長

期
停

止
期

間
中

の
腐
食

が
保

全
活
動

に
よ

り
管

理
可

能
で

あ
る
こ

と
は

E
P
RI

に
も

妥
当

性
が

確
認
さ

れ
て

い
る

。
（

経
年

劣
化
影

響
技

術
レ

ポ
ー

ト
及

び
E
PR
I
レ

ビ
ュ

ー
結

果
）
 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
適

切
な

水
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
前

提
と

す
れ

ば
，
腐

食
が

進
展
す

る
可

能
性
は

極
め

て
小
さ

い
と

判
断

さ
れ

，
機

能
維

持
が

可
能

で
あ

る
こ

と
か
ら
「

無
①
」
と

分
類

し
，
保

全
ポ

イ
ン
ト

と
し

て
「

水
質

管
理

」
を

確
実

に
行

う
こ

と
を

推
奨
す

る
。
各

プ
ラ

ン
ト

の
水

質
は
，
別
頁

の
「
長

期
停

止
期
間

中
の

点
検

結
果

」
の

通

り
管

理
さ
れ

て
い

る
。
 

な
お

，
通

常
保

全
サ
イ

ク
ル

復
帰
後

も
，

日
常

保
全

と
し

て
，
I
SI

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

従
い

検
査

す
る
こ

と
で

，
継
続

的
に

機
能
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
を
確

認
確

保
す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

腐
食

（
全

面
腐

食
）
 

基
礎

ボ
ル

ト
 

無
①

 
停

止
期

間
中

は
空
調

運

転
を
継

続
し

て
お
り

，

停
止
期

間
中

の
目
視

点

検
の
結

果
に

お
い
て

も

有
意
な

腐
食

は
発
生

し

て
い
な

い
が

，
結
露

等

の
防
止

の
た

め
，
空

調

運
転
を

継
続

し
て
行

う

こ
と
は

必
要

。
 

結
露

等
の

防
止

の
た

め
，

空
調

運
転

を
継

続
し

て
行

う
。

 

 
添

付
資

料
①

 
腐

食
8 

腐
食

2
（

経
年

劣

化
影
響

技
術

レ
ポ

ー
ト
)
, 

腐
食

3
（

EP
R
I
レ

ビ
ュ
ー

結
果

），
 

腐
食

4
（

PL
M
評

価
書
（

参
考

））
 

原
子

炉
圧

力
容

器
の
基

礎
ボ

ル
ト
に

つ
い

て
は

，
低

合
金

鋼
や

炭
素

鋼
を

使
用
し

て
お

り
，

長
期

停
止

期
間

中
は

原
子

炉
格

納
容

器
内

が
窒

素
ガ

ス
雰

囲
気

か
ら

空
気

雰
囲

気
と

な
る

た

め
，

腐
食
の

影
響

が
懸
念

さ
れ

る
。
 

こ
れ

に
つ

い
て

は
，

長
期

停
止

期
間

中
に

お
い

て
も

空
調

運
転

を
継

続
す

る
な

ど
格

納
容

器
内

の
環

境
を

維
持

す
る

運
用

を
行

う
と

と
も

に
，

必
要

に
応

じ
て

基
礎

ボ
ル

ト
の

目
視

点

検
を

実
施
す

る
こ

と
で
，

健
全

性
を
維

持
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ
る

。
 

上
記

の
通

り
、
屋

内
環

境
に

あ
る
原

子
炉

圧
力
容

器
の

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い
て

は
、
腐

食
が

促
進

さ
れ
る

環
境

で
は
な

い
こ

と
か
ら

，
腐

食
の
影

響
は

小
さ

い
と

判
断

し
て
い

る
が

、
仮
に

プ
ラ

ン
ト

の
高

経
年

化
技

術
評

価
に

お
い

て
，

ボ
ル

ト
の

腐
食

に
対

す
る

健
全

性
を

確
認

す

る
場

合
に
用

い
て

い
る
屋

外
に

お
け
る

腐
食

量
想

定
値
（

0
.
3
m
m
/
60

年
）

※
１
を

、
原

子
炉
圧

力
容

器
の

基
礎

ボ
ル

ト
に

対
し

て
保

守
的

に
考

慮
し

た
場

合
で

も
，

原
子

炉
圧

力
容

器
の

基

礎
ボ

ル
ト
の

大
き

さ
、
本

数
（
直

径
約

7
0
mm

。
12
0
本
）
か
ら

ボ
ル

ト
の
強

度
へ

の
影
響

は
小

さ
い

。
 

※
１
：
炭

素
鋼
の

暴
露
試

験
結

果
か

ら
想

定
さ
れ

る
ボ
ル

ト
の
推

定
腐
食

量
。

事
業

者
の

ボ
ル

2



＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

（
別

添
A
）

＊
1  

根
拠
と

す
る

技
術

ベ
ー

ス
 

補
足

説
明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

 

長
期

停
止

期
間
中

の
経

年
劣

化
影

響
 

長
期

停
止

期
間

中
の
 

保
全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
技

術
ベ

ー
ス

１
 

技
術

ベ
ー

ス
２

＊
2
 

影
響
有

無
 

説
明

 

ト
腐
食
量
の
調
査
結
果

か
ら
も
妥
当
性
を
確
認
し
て
い

る
。
（

文
献

腐
食

8
）
 

ま
た

，
経

年
劣

化
影
響

技
術

レ
ポ
ー

ト
に

お
い
て

も
，
腐

食
は

通
常

の
保
全

活
動

に
よ

り
管

理
可

能
で

あ
る

と
さ

れ
て

お
り

，
管

理
方

法
の

一
つ

と
し

て
定

期
的

な
点

検
が

挙
げ

ら
れ

て

い
る

。
更

に
，
長

期
停

止
期
間

中
の

腐
食

が
保

全
活

動
に
よ

り
管

理
可
能

で
あ

る
こ

と
は

E
PR
I

に
も

妥
当
性

が
確

認
さ
れ

て
い

る
。（
（
経

年
劣

化
影
響

技
術

レ
ポ

ー
ト

及
び

E
P
RI

レ
ビ

ュ
ー

結
果

）
 

な
お

，
参

考
と

し
て

，
基

礎
ボ

ル
ト
の

目
視

点
検
を

実
施

し
た
結

果
，
有

意
な

腐
食

は
認

め
ら

れ
て

い
な

い
こ

と
が

，
事

業
者

の
高

経
年

化
技

術
評

価
に

お
い

て
も

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

を

確
認

し
て
い

る
。
（

P
L
M
評
価

書
）

 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
お

い
て

も
空

調
運

転
を

継
続

す
る

な
ど

格
納

容
器

内
の

環
境

を
維

持
す

る
こ

と
で

腐
食

が
発

生
す

る
環

境
と

し
て

マ
イ

ル
ド

で
あ

り
、

保
守

的
に

腐

食
量

を
考
慮

し
て

も
基
礎

ボ
ル

ト
の
機

能
へ

与
え

る
影

響
は

小
さ
い

こ
と

か
ら
「

無
①

」
と
分

類
す

る
。
ま

た
、
基
礎

ボ
ル

ト
の
機

能
に

影
響

す
る

よ
う

な
腐
食

が
発

生
し
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

す
る
た

め
点

検
を
推

奨
す

る
。
 

各
プ

ラ
ン

ト
の

長
期
停

止
期

間
中
の

基
礎

ボ
ル

ト
の

点
検

状
況
は

，
別

頁
の
「

長
期

停
止
期

間
中

の
点
検

結
果

」
の
通

り
で

あ
る
。

 

 
な

お
，
通

常
保

全
サ
イ

ク
ル

復
帰
後

も
，

日
常

保
全

と
し

て
，
I
S
I
プ
ロ

グ
ラ
ム

に
従

い

検
査

す
る
こ

と
で

，
継
続

的
に

機
能
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
を
確

認
確

保
す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

摩
耗
（

摺
動

部
）
 

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

ブ

ラ
ケ

ッ
ト

，
 

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

 

無
②

 
当

該
部

は
地

震
時
の

み

摺
動
す

る
も

の
で
あ

り
，
長

期
停

止
中
に

摩

耗
が
発

生
す

る
可
能

性

は
極
め

て
小

さ
い
。

 

－
 

 
添

付
資

料
①

 
－
 

原
子

炉
圧

力
容

器
の

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
及

び
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
に

つ
い

て
は

，
摺

動
部

を
有

し
て

い
る

た
め

摩
耗

が
想

定
さ

れ
る

が
，

当
該

部
は

地
震

時
の

み
摺

動
す

る
も

の

で
あ

る
た
め

、
プ

ラ
ン

ト
の
状

態
（

運
転

中
・
停

止
中

）
に

よ
っ

て
発

生
す

る
劣

化
要

因
で
は

な
い

。
 

以
上

か
ら

，
プ

ラ
ン
ト

運
転

状
態
に

よ
る

劣
化

で
は

な
く

、
長
期

停
止

す
る
こ

と
に

よ
っ

て
ス

タ
ビ
ラ

イ
ザ

ブ
ラ
ケ

ッ
ト

及
び
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
に

摩
耗

が
発
生

す
る

も
の
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、
長

期
停

止
期
間

中
に

想
定
す

る
劣

化
は

な
い

と
し

て
「
無

②
」

と
分
類

し
て

い

る
。

 

な
お

、
長

期
停

止
期
間

中
に

大
き
な

地
震

が
発

生
し

た
場

合
に
は

、
機

能
に
影

響
を

あ
た

え
る

よ
う
な

損
傷

が
な
い

こ
と

を
点
検

に
よ

り
確

認
す

る
こ

と
と
な

る
。

 

   
 

3



腐食 4 東海第二発電所 劣化状況評価書（平成 29 年 11 月（平成 30 年 10 月一

部変更））のうち、(冷温停止状態が維持されることを前提とした評価) 

腐食 5 北海道電力株式会社ほか原子力発電事業者 11 社、「原子力発電所の運転

期間と構築物，系統及び機器の経年劣化影響に関する技術レポート」

（2018 年 11 月第１回改訂） 

腐食 6 ①神田征夫「放射線分解によって生成される空気中の硝酸の測定」

（JAEA、 2005） 

②H. Karasawa et al.、”Radiation Induced Decomposition of 

Nitrogen”、Radiation Physics andChemistry、vol.37、No.2、

pp.193-197、1991. 

腐食 7 「防食技術便覧」腐食防食協会編 

腐食 8 ①「防食技術便覧」腐食防食協会編 

②大畑仁史、鈴木健介、「原子力発電所機器設置用基礎ボルトの腐食量調

査結果」、腐食防食協会、材料と環境 2002 予稿集 

中性化 1 日本建築学会、「鉄筋コンクリート造建築物の耐久設計施工指針・同解

説」、2016 年（2004 年制定） 

中性化 2 森永、「鉄筋の腐食速度に基づいた鉄筋コンクリート建築物の寿命予測に

関する研究－東京大学学位論文」、1986 年 

中性化 3 土木学会、「コンクリート標準示方書［維持管理編］」、2001 年 

中性化 4 日本建築学会、「原子力施設における建築物の維持管理指針・同解説」、

2015 年 

塩分浸透 1 森永、「鉄筋の腐食速度に基づいた鉄筋コンクリート建築物の寿命予測に

関する研究－東京大学学位論文」、1986 年 

塩分浸透 2 日本建築学会、「原子力施設における建築物の維持管理指針・同解説」、

2015 年 

アルカリ骨

材反応 1 

各プラントＰＬＭ評価書 

機械振動 1 柏崎刈羽原子力発電所５号炉高経年化技術評価（コンクリート及び鉄骨

構造物） 補足説明資料（令和 2年 1月 20 日審査ヒアリング資料） 

凍結融解 1 泊発電所１号炉高経年化技術評価（コンクリート構造物及び鉄骨構造

物）補足説明資料（平成 31 年 2 月 20 日審査会合資料） 

 

  

4



5



6



表
９

 
別

添
A
に

お
い

て
整

理
し
た

分
類

の
凡

例
と
考

え
方

 

添
付
資
料
①
③
 

分
類
 

 
別
添

A
対

象
機

器
・

構
造

物
に
お

い
て

長
期
停

止
期

間
中

に
想

定
さ

れ
る
経

年
劣

化
 
（

参
照

：
技

術
ベ

ー
ス

資
料
別

紙
４

）
 

 
A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

 
別

添
A
の
分

類
 

（
参

考
）

※
1
1
 

長
期
停

止
中

 

保
全

活
動

の
 

P
L
M
上

の
 

扱
い

 

長
期
停

止
期

間
中
の

経
年

劣
化

の
発

生
・

進
展
の

程
度

 
対

象
機
器

・
構

造
物
及

び
経

年
劣
化

事
象

 

長
期

停
止

期
間

中
の

保
全

活
動

 

分
類

 
説

明
 

期
停
止
期
間
中

の
経
年
劣
化
要

因
の
有
無
 

①
 
保

管
対

策
 

②
劣

化
の
状

況

を
点

検
 

分
類

 
説

明
 

有
 

 

（
添

付
①

③
：

○
）

 

1
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
有
意

で
あ

る
 

（
プ
ラ

ン
ト

の
長
期

運
転

に
お
い

て
機

器
・

構
造
物

の
機

能
維
持

に
影

響
を
及

ぼ
す

）
 

該
当
な

し
 

該
当

な
し

※
４
 

該
当

な
し

※
４
 

有
 

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年

劣
化

が
プ

ラ
ン

ト
の

長
期

運
転

に
お

い
て

機
器

・
構

造
物

の
機

能
維

持
に

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
が

あ
る

。
 

－
※

４
 

2
 

経
年
劣

化
の

発
生
・
進

展
が

有
意

で
は
な

い

※
１

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

】
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

（
中

性
化
）
（
保

全
②
点

検
・

補
修

等
）

 

・
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
強

度
低

下
（

塩
分

浸
透
）
（
保

全
②

点
検

・
補
修

等
）
 

－
※
５
 

◎
※

６
 

無
①

 

適
切

な
保

全
活

動
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
長

期
停

止
期

間
中

の
経

年
劣

化
の

発
生

・
進

展
が

有
意

で
は

な
い

、
も

し
く

は
想

定
さ

れ
な

い
又

は
極

め
て

小
さ

い
も

の
。

 

○
事
象

 

3
 

適
切
な

保
管

対
策
を

行
う

こ
と
に

よ
っ

て
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
又
は

極
め

て
小
さ

い
※

２
 

【
原

子
炉

圧
力

容
器

】
 

・
腐
食
（
全

面
腐

食
）（

主
蒸

気
ノ

ズ
ル

等
）（

保
全
①

水
質

管
理

、
②
水

質

点
検

（
間
接

的
に

確
認

）
）
 

・
腐

食
（

全
面

腐
食

）
（

基
礎

ボ
ル

ト
）
（
保

全
①

空
調

運
転
等

、
②

点
検
）
 

・
ピ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

保
全

①
養

生
、

②
点
検

）
 

・
応

力
腐

食
割
れ
（

保
全

①
水

質
管

理
、
②
水

質
点

検
（

間
接

的
に

確
認
）
）
 

【
原

子
炉

格
納

容
器

】
 

・
腐

食
（

円
筒

部
等

）
（

保
全

①
塗

膜
、

②
塗

膜
点
検

）
 

◎
※
７

※
1
0
 

◎
※
７

※
1
0
 

△
事
象

 

4
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
又
は

極
め

て
小
さ

い
※

３
 

【
原

子
炉

圧
力

容
器

】
 

・
ク

ラ
ッ

ド
下

層
部

の
き

裂
 

【
原

子
炉

格
納

容
器

】
 

・
腐

食
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
）

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

】
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

（
機

械
振
動

）
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

（
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
）
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
強

度
低

下
（

凍
結

融
解

）
 

－
※
８
 

○
※

８
 

無
②

 

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年

劣
化

の
発

生
・

進
展

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
極

め
て

小
さ
い

も
の

。
 

○
事
象

 

△
事
象

 

▲
事
象

 

無
 

 

（
添
付

①
③

：
 

×
）

 

5
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
（
経

年
劣

化
要
因

が
な

い
）
 

【
原

子
炉

圧
力

容
器

】
 

・
低

サ
イ

ク
ル

疲
労

、
中

性
子

照
射

脆
化
、

摩
耗

、
FA
C
 

【
原

子
炉

格
納

容
器

】
 

・
疲

労
割

れ
、

摩
耗

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

】
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

・
遮

蔽
能
力

低
下

（
熱
）

 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

（
放

射
線
照

射
）
 

－
※
９
 

－
※

９
 

－
※

９
 

※
１
：
経
年

劣
化
の
程
度
に
つ
い

て
、
2
0
年
の
停
止

期
間
（
計

8
0
年
の
期
間
）
を
仮
定

し
て
劣
化
の
進
展
傾

向
及
び
余
裕
を
評
価

し
た
結
果
、
プ
ラ
ン

ト
長
期
運

転
期
間
中

の
機
能
維
持
に
対
し

余
裕
が
あ
り
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
経
年
劣
化

事
象
は
、
本
欄
に
整

理
。
（
別
紙
４
参
照
）
。
 

※
２
：
長
期

停
止
期
間
中
の
保
管

対
策
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
長
期
停
止
期

間
中
の
経
年
劣
化
が

、
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
に

想
定
さ
れ
な
い
又
は

抑
制
可
能
で
極
め
て

小
さ

い
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
、
本
欄
に

整
理
。
（
別
紙
４
参
照

）
 

※
３
：
経
年
劣
化
要
因

は
有
る
が
、
長
期
停
止
期

間
中
に
保
管
対
策
を

行
わ
な
く
て
も
、
設
計
・
製
作
段
階
に
お
い
て
経
年
劣
化

要
因
を
排
除
し
て
お

り
経
年
劣
化
の

発
生
・
進
展

が
想
定
さ
れ
な
い
、
も
し
く

は
既
に
有
意
な
経
年

劣
化
要
因
が
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
経

年
劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想

定
さ
れ
な
い
、

又
は
極
め
て
小
さ
い

と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
、
本
欄
に
整
理
。
（
別
紙
４
参
照
）
。
 

※
４
：
該
当

す
る
機
器
・
構
造
物

及
び
経
年
劣
化
事
象

が
な
く
、
長
期
停
止

期
間
中
の
保
全
活
動

①
②
及
び

P
L
M
評
価
書
上
の
事
象
凡

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
も
の

は
な
い
た
め

、
「
－
」
と
し
、
記
載

を
省
略
。
 

※
５
：
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
性
化
等

に
つ
い
て
は
、
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
管
理
の
た
め

に
、
分
類
３
に
あ
げ

る
よ
う
な
必
要
な
保

管
対
策
は
な
い
た
め

、
「
－
」
と
表
記
。
 

※
６
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
程
度
に
つ
い

て
評
価
し
た
結
果
有

意
で
は
な
い
が
、
停

止
中
の
進
展
の
状
況

を
確
認
し
必
要
に
よ

り
補
修
等
を
行
う
た

め
に

、
長
期
停
止
期

間
中
に
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
な
点
検
。

 

資
料

2
-1

表
９

変
更

案
（

赤
字

：
5
/
2
7
事

前
提

出
資

料
か

ら
の

変
更

点
を

示
す

）
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※
７
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
発
生
・
進
展

を
極
め
て
小
さ
い
等

の
程
度
に
抑
制
す
る

た
め
に
必
要
な
保
管

対
策
、
及
び
保
管
対

策
の
効
果
を
確
認
す

る
た

め
に
必
要
な
点

検
。
 

※
８
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想
定
さ
れ
な
い
又

は
極
め
て
小
さ
く
、

①
保
管
対
策
は
不
要

で
あ
る
た
め
、
「
－
」

と
表
記
。
ま
た
、
②

は
、
経
年
劣
化
の
発

生
・
進
展
が
想
定
さ

れ
な
い
又
は
極
め
て

小
さ
い
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
必
要
な

点
検
。
通
常
保
全
サ

イ
ク

ル
で

行
わ

れ

て
い
る
点
検
を

長
期
停
止
期
間
中
に

限
ら
ず
再
稼
働
後
に

実
施
す
る
こ
と
も
含

め
て
継
続
す
る
点
検

で
あ
り
、

分
類
２
・

３
で
行
う
点
検
と
目

的
が
異
な
る
た
め
、
「
○
」
と
表
記
。
 

※
９
：
長
期

停
止
期
間
中
に
経
年

劣
化
要
因
が
な
く
、

保
全
活
動
①
②
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
も
の

は
な
い
た
め
、
「
－
」

と
表
記
。
ま
た
、
P
L
M
評
価
書
上
の
保

全
活
動
の
扱
い
は
「

－
」
と
し
、
記
載
を

省
略
。
 

※
１
０
：
A
T
E
N
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

別
添

A
に
お

い
て
、

保
全
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
「
◎
」
に
該
当
す

る
保
全
活
動
を
推
奨

。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
、
補
修
等
（
再

稼
働
後
の
補
修
等
を

含
む
）
に
よ
り
機
能

回
復
を
実
施
。
 

※
１
１
：
長

期
停
止
期
間
中
の
保

全
活
動
（
◎
、
〇
）

を
対
象
と
し
て
、
国

内
既
設
プ
ラ
ン
ト
の

至
近
の

P
L
M
評
価
書
に

お
い
て
評
価
さ
れ
て

い
る
事
象
凡
例
を
示

す
。
（
〇
：
高
経
年

化
対
策
上
着
目
す
べ

き
経
年
劣
化
事
象
、

△
：
高
経
年
化
対
策

上
着
目
す
べ
き
経
年

劣
化
事
象
で
は
な
い

事
象
（
日
常
劣
化

管
理
対
象
）
、

▲
：
高
経
年
化
対
策

上
着
目
す
べ
き
経
年

劣
化
事
象
で
は
な
い

事
象
（
日
常
劣
化
管

理
対
象
外
）
）
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